
令和8年度安全管理研修会 

（全国安全週間説明会及び改正労働安全衛生法説明会 

並びに、栃木労基署管内 S＋S運動！説明会） 

 令和 8 年 6 月 5 日（金）、小山グランドホテルにおいて「令和 8 年度安全管理研修会」を開催しま

した。 

 第 99 回目を迎える令和 8 年度全国安全週間が、「多様な人材 全員参加 みんなで育てる安全

職場」のスローガンの下、7 月 1 日から 7 日までの一週間にわたり全国的に展開されます。 

当研修会では、冒頭に主催者の栃木労働基準協会産業安全部会髙橋剛部会長、主唱者の栃木

労働基準監督署菅又正太郎署長よりごあいさつをいただきました。 

髙橋産業安全部会長からは、戦時中も中断することなく続いてきた全国安全週間は 99 回目を迎え、

今年も 7 月 1 日から 7 日までの一週間、実施される。全国安全週間は、労働災害を防止するために

産業界での自主的な活動の推進と、職場での安全に対する意識を高め、安全を維持する活動の定着

を目的としている。 

 当研修会もその期間に合わせて、労働災害防止に向けた取組の確認をお願いするもので、今年度は

栃木労働基準監督署より、第一部では「労働災害の現状と対策」及び「全国安全週間実施要綱」に

ついて、第二部は昨年 5 月に公布された改正労働安全衛生法の説明会の位置づけで、安全衛生課 

池田課長より「改正労働安全衛生法の概要」について と題して講演をいただくこととしている。 

 会員事業場の皆様には、改正法への理解とともに、遺漏のない対応をお願いしたい。 

労働災害の防止に向けては、この地域の独自の取組である「栃木労働基準監督署管内『S＋S(持

続可能な安全作業)』推進運動」を全域で展開している。 

今年度は 4 年目となる S＋S 運動を各会員事業場の労働災害防止対策の中に組み入れていただ

き、この地域の労働安全衛生水準の維持向上に資する取組となるようご理解・ご協力をお願いしたいと

挨拶されました。 

  

                    (高橋剛産業安全部会長挨拶) 



次にあいさつに立たれた、菅又監督署長は、監督署の行政運営に関する日頃の協力に謝意を示され

るとともに、労働災害の現状を踏まえ、防止対策への取組に関して呼びかけられました。 

特に、管内の労働災害が高止まりしている現状は残念な結果であり、99 回目を迎える全国安全週

間に当たり、署主唱、協会が主催者として取り組んでいる栃木労働基準監督署管内「S＋S（持続可

能な安全作業）」推進運動の一層の展開など、管内の労働災害の減少に向けてなお一層の取組をお

願いしたい旨の挨拶をいただきました。 

  

（菅又正太郎監督署長挨拶） 

 

その後、安全管理研修会に移り、「令和 8 年度安全管理研修会」の次第に沿って、第一部「労働災

害の現状と対策」及び「全国安全週間実施要綱」についての演題で、栃木労働基準監督署・安全衛

生課 伊沢勇人監督官が説明されました。 

説明は、「労働災害の現状と対策」及び「全国安全週間実施要綱」についての資料を活用して行わ

れました。 

資料目次 

１ 労働災害の現状と対策 

（1） 令和 7 年労働災害発生状況について 

（2） 労働災害の対策について 

（3） 栃木労働基準監督署における目標（令和 8 年度） 

２ 令和 8 年度全国安全週間実施要綱 

に沿って、説明が行われました。 

令和 7 年の休業 4 日以上の死傷災害は、684 件、うち死亡労働災害で 5 人の尊い命を失ってい

ること。 

死傷災害の事故の型別では、「転倒」災害が最多（28％）となっており、対前年比で 18.6％の増

加であったことなど。 

令和 8 年の労働災害発生状況は、4 月末現在 178 件で 2.9％の増加で、うち死亡者数は 2 名と

なっていること。 
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等々、約 30 分説明されました。 

             

                    （伊沢勇人監督署監督官説明） 

 

その後、協会事務局(小林専務理事説明)より、栃木労働基準監督署が主唱し、当協会が主催者

の立場で進める栃木労働基準監督署管内「S＋S(持続可能な安全作業)」推進運動に関する「令和

7 年度「S＋S 運動」記録証」授与制度の申請、交付等に関する取り組み概要について、会報第 282

号（令和 8 年 6 月 1 日発行）等をもとに説明させていただきました。 

令和 7 年度「S＋S 運動」記録証の申請については、栃木労働基準協会会員であって、何らかの S

＋S 運動を実施し令和 7 年度期間中(令和 7 年 4 月 1 日から令和 8 年 3 月 31 日までの期間)に

無災害（休業を伴う労働災害が無かったこと）であった事業場に対し、その申請を受けて協会長名の

令和 7 年度「S＋S 運動」記録証を授与（交付）するものです。 

多くの会員事業場の申請をお願いするとともに、令和 8 年度栃木労働基準監督署管内『S＋S(持続

可能な安全作業)』推進運動への理解と協力をお願い致しました。 

詳細は、「無災害記録証」申請のご案内を合せてご覧ください。 

 

続けて、 

第二部改正労働安全衛生法説明会 

「改正労働安全衛生法の概要について」の演題で、栃木労働基準監督署安全衛生課 池田英

徳課長より説明をいただきました。 

説明は、「改正労働安全衛生法説明会～個人事業者等の安全衛生対策の推進について～」の資

料を活用して行われました。 

 資料目次 

１． 労働安全衛生法の概要 

２． 個人事業者等に対する安全衛生対策の推進に係る法改正までの経緯 

３． 改正労働安全衛生法の概要① 
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● 「注文者等」による対策 

● 「個人事業者等」自身による対策 

● 災害報告制度 

４． 改正労働安全衛生法の概要② 

● 職場メンタルヘルス対策の推進 

● 化学物質による健康障害防止対策の推進 

● 機械等による労働災害の防止の促進等 

● 高齢者の労働災害防止の推進 

 に沿って、説明が行われました。 

 建設アスベスト訴訟の最高裁判決を踏まえた今般の個人事業者等に対する安全衛生対策の推進に

係る改正で、注文者等が行う措置の対象に「個人事業者等」を含めるとのこと。 

 改正法の概要②に関し、個々に概要を説明された。 

 時間の制約もある中で、内容が多岐に亘る改正労働安全衛生法の概要を説明いただきました。 

約 1 時間強の説明をいただきました。 

              

                (池田英徳安全衛生課長説明) 

                

令和 8 年度の安全管理研修会は、当協会産業安全部会が中心となり実施致しました。 

なお、今年度募集した「安全標語」「熱中症災害防止標語」の入選作品の選定等は、5 月 29 日に

産業安全絵部会を開催し、それぞれ厳正な審査の上、安全標語の 1 席 2 席 3 席と佳作 3 点、熱中

症災害防止標語入選作 2 点を選出しました。 

安全標語の 1 席 2 席 3 席と熱中症災害防止標語入選作品は、チラシを作成して全会員に郵送さ

せていただきましたので、是非、ご活用の程お願い致します。 

研修会は 50 社 63 名の参加を得て、概ね計画通りに有意義な研修会を実施することができまし

た。 



開催にご協力いただいた講師、関係者の皆様はもとより、当日ご参加いただいた方々に感謝申し上げ

ます。 

今後も、協会では労働安全管理に資する研修会を実施して参りますので、多くの会員事業場関係

者のご参加をお待ちしております。 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和８年度安全管理研修会 

 

日時：令和８年６月５日（金） 

場所：小山グランドホテル 

次第 

 

１ あいさつ                     14：00～ 

一般社団法人栃木労働基準協会産業安全部会長 

栃木労働基準監督署長 

  

２ 安全管理研修会                 

第一部 

「労働災害の現状と対策」及び「全国安全週間実施要綱」について 

講師：栃木労働基準監督署 安全衛生課  伊沢 勇人 氏 

 

第二部                    

改正労働安全衛生法説明会 

「改正労働安全衛生法の概要」について 

講師：栃木労働基準監督署 安全衛生課長 池田 英徳 氏     

                    

   ～16：30(予定) 

 

 

……令和 8年度全国安全週間スローガン…… 

多様な人材 全員参加 みんなで育てる安全職場 

 


